
発 行 総検校塙保己一先生遺徳顕彰会 

事務局 本庄市教育委員会 生涯学習課 本庄市児玉文化会館（セルディ）内

 所在地 〒367-0216 埼玉県本庄市児玉町金屋７２８－２
 電 話 ０４９５－７２－８８５１  ＦＡＸ ０４９５－７２－８８５４

※点訳ボランティアグループ「ほきの六点会」の皆様により会報誌の点字翻訳版を作成していただ

きました。ご希望の方は、事務局までご連絡ください。

顕彰会への加入・継続をお願いいたします。 

年会費   個人会員 一口 千円 、 賛助会員（団体） 一口 一万円 

入会と会費納入の受付場所 本庄市役所４階生涯学習課と本庄市児玉文化会館(セルディ)、

アスピアこだま内の児玉公民館で受け付けています。  

   ※ 郵便振替でもお申込みいただけます（ご希望の際には、下記へご連絡ください）。

総検校塙保己一先生遺徳顕彰会は、平成１９年７月

２６日に市民参加による顕彰会として発足いたしまし

た。顕彰会では、塙先生の遺徳と事績を広く顕彰し、

その精神の普及を図ります。毎年、命日の９月１２日

に塙先生の遺影に菊の花を捧げる顕彰祭を開催するほ

か、説明会など各種啓発事業を行っています。

みなさまのご加入・会員継続をお待ちしております。
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 そうけんぎょう はなわ ほきいち  せんせい いとくけんしょうかい 

 総検校塙保己一先生遺徳顕彰会 会報誌
第３６号 令和元年１２月号

ごあいさつ

短い秋が過ぎ、日々寒さ深まる季節となりましたが、会員のみなさまにはご健勝にてご活

躍のことと拝察いたします。

今年は、「塙保己一を講談で聴く会」実行委員会が本庄市の有志の方々により結成され、

市内二か所で講談会が開催されました。そのご縁で、顕彰祭には講談師の「神田山緑氏」

をお迎えして講談を行いました。講談とは古くから続く寄席演芸の１つですが、塙保己一

が登場する「奉行と検校」の演目はみなさんに感銘を与える内容で江戸時代から長く語り

継がれています。 

さて、１２月１４日には、塙保己一の精神を受け継ぎ、障害がありながらも不屈の努力

を続け社会的に顕著な活躍をしている方、又はこのような障害者のために様々な貢献をし

ている方に「塙保己一賞」をお贈りする表彰式がセルディで開催されます。本年も４人の

方の受賞が決まりました。表彰式のあとには、催物もございますので、みなさまにはぜひ

ご来場くださいますようご案内申しあげます。 

総検校塙保己一先生遺徳顕彰会

会 長 吉 田 信 解

顕彰祭にて ＝神田山緑氏による 講談「奉行と検校」の様子＝



埼玉県では郷土が生んだ偉人「塙保己一」の精神を受け継ぎ、障害がありながらも不屈の努力を

続け社会的に顕著な活躍をしている方や障害者を献身的に支援している方を表彰する塙保己一賞表

彰式・記念講演を下記のとおり開催します。 

【本庄市共催】入場無料です。 

【日  時】 令和元年１２月１４日（土）１３時～１５時３０分 

【会  場】 本庄市児玉文化会館（セルディ）ホール

【時   間】 開 場 １２時３０分 

 表 彰 式 １３時から 

記念コンサート＆トーク  １４時２０分～１５時３０分 

【内   容】  出 演 者    シンガー   大石亜矢子氏 

弁 護 士  大胡田 誠氏 

（第 12 回塙保己一賞奨励賞受賞） 

曲目（予定）  ・Amazing grace!、糸、365 日の紙飛行機 ほか 

※ パートナーであるお二人の歌と講演をお楽しみください！     

第 13回 塙保己一賞表彰式・記念コンサート＆トークを開催 

◆今年の受賞者のみなさん◆  （敬称略）

奨励賞：石田
い し だ

 由
ゆ

香里
か り

（北海道在住 全盲の JICA 職員） 

国際基督教大学教養学部卒。英国・サセックス

大学院修士課程修了。 

外務省ＮＧＯインターン・プログラムに視障害

で初採用、比国のＮＧＯ勤務も経験。 

奨励賞：片岡
かたおか

 亮
りょう

太
た

（静岡県在住 全盲の和太鼓・パーカッション奏者） 

上智大学文学部社会福祉学科卒。社会福祉士

の資格も取得。 

国内外でコンサート・講演・ワークショップ

を実施。 

大賞：生駒
い こ ま

 芳
よし

久
ひさ

（和歌山県在住 全盲の精神科医） 

視機能低下により、民間会社を退職後、医科

大学に進学し精神科医となる。

平成２７年、厚労大臣表彰（精神保健福祉事

業功労者）を受賞。

貢献賞：株式会社名取製作所 

（福祉分野の開発を目標に、スポーツ義肢部品等

の設計・製作を手掛ける。） 

昭和２４年社長の祖父が創業。高度な金属加

工技術で自動車部品を製造。 

平成２０年社長就任以降、選手にあった競技

用義肢等を開発。

～～ 塙保己一先生江戸ゆかりの地をたずねて ～～

顕彰会と市民総合大学の連携事業として「塙保己一先生

江戸ゆかりの地をたずねて」バスツアーを９月２４日（火）

開催したところ３４名が参加されました。渋谷区にある塙

保己一資料館で公益社団法人温故学会の齋藤幸一理事長に

お話を伺った後に、平河天満宮、愛染院、和学講談所跡、

牛が淵などを案内していただきました。

温
故
学
会
に
て

塙保己一記念館に新しいパネルが展示されました。

２０２１年の大河ドラマの主人公に財界人として初めて決定した『渋沢栄一』ですが、２０２４年

発行の新一万円札の「顔」としても注目されています。武蔵の国北部出身者として同郷意識があり、

尊敬していた塙保己一との関係が解説されたパネルが展示されています。ぜひご覧ください。


